
背景

企業・⾃治体との受託・共同研究に関する情報を⼀元管理・可視化する
「受託・共同研究管理システム」を内製開発し，
・産学連携研究における関係性の可視化をおこなう．
・継続的な発展的連携の促進をおこなう．

本研究の
⽬的

問題点

・過去の研究実績の蓄積・分析による戦略的な共同研究提案
・研究状況の俯瞰把握による意思決定⽀援
→企業・官公庁との継続的かつ発展的な連携関係の強化が期待される．

期待される
効果

⼤学における受託研究・共同研究は，企業・⾃治体との課題解決や
社会実装を推進する重要な連携⼿段として重視されている．

従来の研究⽀援業務では，
・契約情報や進捗管理が個別担当者に依存しやすい．
・プロジェクト状況の即時把握が困難．
・過去の連携実績が組織知として蓄積されにくいといった課題が存在する．
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